
地域環境と共生する外構空間の提案

本計画では、今の時代の環境条件に寄り添いながら、無理のない快適性を得ることを目標とした。敷地条件および周辺環境を丁寧に読み取
り、雨水・日射・通風といった自然要素を外構を構成する要素に組み込んだ。駐車場および前庭には透水性舗装と雨庭を採用し、雨水を地
中へ還元することで地表面の温度上昇を抑制する環境づくりを行った。屋外で過ごす時間を大切にするため、独立オーニングと植栽を組み
合わせて周囲からの視線や直射日光を遮りつつ閉塞感を生まないよう風の通りを確保し、自然の気配を穏やかに感じ取ることのできるプラ
イベート空間を形成した。既知の庭の趣を残しつつ、次世代へとつながる環境配慮型の外構空間を提案する。
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次世代へつながる新しい価値/素材を
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